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IT環境の位置づけの変化とSoEにおける提供価値

クラウド技術に代表されるICTの進化により、従来型のSoRシステムに
加え、SoEという新しい形でのICT価値提供モデルが登場しています。
クラウド技術に代表されるICTの進化により、従来型のSoRシステムに
加え、SoEという新しい形でのICT価値提供モデルが登場しています。

システムの形態

主な目的

• 法令等に従った企業情報の記録
• 省力化、効率化などのコスト削減

SoR（Systems of Record）

SoE（Systems of Engagement）
主な目的

• ICTによる新規ビジネスの創出
• 企業の競争力向上

仮説検証型アプローチ
ビジネスの不確実性が高く、要件が不明確
かつ変化が前提
小規模からの段階的投資（リーンスタート
アップ）で評価を繰り返し投資継続を判断
お客様の事業部門が統括

プロジェクトの主な特長

計画主導型アプローチ
上流工程で要件を定義（要件は定義可能）
明確なゴール設定に基づくIT投資の実行
（中規模／大規模投資）
お客様のIT部門が統括

例) ERPなどの従来型の基幹システム群

例)ショッピングサイト、IoTデータ活用など

守
り
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

攻
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ビジネス環境変化への俊敏な対応
が求められている
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DevOpsによるSoEの実現

SoEでは、ビジネス環境の変化に俊敏に対応することが必要です。
それを実現するための総合的な取り組みがDevOpsです。
SoEでは、ビジネス環境の変化に俊敏に対応することが必要です。
それを実現するための総合的な取り組みがDevOpsです。

頻繁なアップデート、
変化に柔軟に対応する
ためのアーキテクチャ

必要必要

相互関連

相互関連

DevOps

相互関連

相互関連

相互関連

相互関連

ビジネス環境変化への俊敏な対応

システムの早期リリース、
段階的な要件実現のための

プロセス

高品質かつ高頻度な
デリバリーを実現する
ツールチェーン

PFの柔軟な追加/変更
を実現する開発・実行環境

開発速度、運用品質、
ビジネス状況の

モニタリングと意思決定
関連する構成要素が相互に影響しあい
一連のプロセスの中で総合的に実現

実現をサポート

 DevOpsの構成要素とそれぞれの特長
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SystemDirector Enterprise for DevOps neo-lightningモデルとは

SystemDirector Enterprise ブランドのラインアップに、
DevOps対応モデルを追加しました。
SystemDirector Enterprise ブランドのラインアップに、
DevOps対応モデルを追加しました。

▌従来よりエンタープライズ領域にて、ECサイトをはじめとするSoEの構築
/運用実績がある、NeoSarf(Web-FW、J-Rule)をSystemDirector
Enterprise体系に統合。

▌neo-lightning を構成する2つの基盤機能
Web-FW︓開発フレームワーク/ツール、実行ランタイム、テンプレート部品
 J-Rule︓負荷分散を中心とするネットワーク制御機能

▌対応プラットフォーム (バージョン及び下記以外の前提PPについてはお問い合わせください)

OS︓RedHat Enterprise Linux
アプリケーションサーバー︓Apache Tomcat
業務データベース︓ PostgreSQL、Amazon Aurora(PostgreSQL)、Oracle、MySQL

▌補足
neo-lightningは、「NECによるSI/保守とセット」でのご提供になります。



第２章
SystemDirector Enterprise for DevOps
neo-lightning モデルの特長
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特長①︓ 基盤イメージ

俊敏性や変更容易性を重視したNEC独自アーキテクチャを採用しています。俊敏性や変更容易性を重視したNEC独自アーキテクチャを採用しています。

▌ソースコードを持たず、リポジトリ内の定義情報を実行ランタイム(core)
が読み取って動作するインタプリター型の基盤です。(特長①)

▌デリバリー対象がリポジトリ情報であるため、ビルドやパッケージングが
不要です。

開発環境(専用ツールで動作を設定) 実行環境(リポジトリ情報に基づいて動作)

ロード
バランサ
(J-Rule)

業務DB業務DB

リポジトリサーバ
(Web AP定義情報)

開発用
リポジトリ

本番用
リポジトリ

自動
リリース

ロジック
エディタ

画面開発ツール
＋テンプレート

SystemDirector Enterprise for DevOps neo-lightningモデル

APサーバ

core

core

core

12
3

4
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特長②︓各種開発ツール(1/2)

専用の開発ツールを用いて、アプリケーションを開発します。専用の開発ツールを用いて、アプリケーションを開発します。

▌画面デザインには、GUIベースで開発可能なツールを利用可能です。
▌ビジネスロジックとして、Javaで作成した部品や外部のAPIも呼び出すこ
とが可能です。(呼び出し方や取得データには一部制約があります)

画面開発 ビジネスロジック開発

デザイナー
ツール

ロジックエディタ

DML
オーサリング
ツール＋

Java部品、API
の呼び出し

＋

＋テンプレート

PR層 AP層
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特長②︓テンプレート、サンプル(2/2)
Webアプリケーションの典型的なパターンの画面レイアウト/遷移/処理を
実装済のテンプレートや、業務非依存のログイン/メニューサンプル。
Webアプリケーションの典型的なパターンの画面レイアウト/遷移/処理を
実装済のテンプレートや、業務非依存のログイン/メニューサンプル。

NO 機能名称 画面遷移
パターン

1 ログイン 特殊
2 ログアウト 特殊
3 セッションタイムアウト 特殊
4 ウィンドウクローズ 特殊
5 メニュー 特殊
6 初回パスワード 2
7 メニューマスタ検索

4
8 メニューマスタ登録
9 画面項目制御定義

7
10 画面項目制御定義補助
11 画面項目制御グループ 2
12 画面項目制御検索

4
13 画面項目制御登録
14 ユーザグループマスタ検索 1
15 ユーザマスタ検索

4
16 ユーザマスタ登録・確認
17 パスワード初期化 3
18 ユーザロック制御 3
19 パスワード変更 3
20 お知らせマスタ検索

5
21 お知らせマスタ登録
22 区分マスタ検索

723 区分マスタ登録（Lv1）
24 区分マスタ登録（Lv2）
25 ページID検索ダイアログ 8
26 メニューＩＤ検索ダイアログ 8
27 機能権限検索ダイアログ 6

28 ユーザグループ検索ダイアロ
グ 8

29 ユーザID検索ダイアログ 8
30 画面ID検索ダイアログ 6

画面イメージ
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特長③︓リリース機能によるデリバリー自動化の実現

開発作業に必要となる構成管理、リリース機能を基盤として提供します。開発作業に必要となる構成管理、リリース機能を基盤として提供します。

リ
ハ
ー
サ
ル
実
行

動
確
Ｎ
Ｇ

動
確
Ｏ
Ｋ

リハーサル
環境

（AP、DB）

新
世
代
の
作
成

本番環境
（ＡＰ、ＤＢ）本番環境
（ＡＰ、ＤＢ）本番環境

（ＡＰ、ＤＢ）ターミネータ環境
（AP、DB）

ターミネータ
リリース

本番環境
（ＡＰ、ＤＢ）本番環境
（ＡＰ、ＤＢ）本番環境

（ＡＰ、ＤＢ）ターミネータ環境
（AP、DB）

本番環境
（ＡＰ、ＤＢ）本番環境
（ＡＰ、ＤＢ）本番環境

（ＡＰ、ＤＢ）ターミネータ環境
（AP、DB）

本番環境
（ＡＰ、ＤＢ）本番環境
（ＡＰ、ＤＢ）本番環境

（ＡＰ、ＤＢ）ターミネータ環境
（AP、DB）

新
世
代
の
作
成

どの世代を

どの面へ
（複数選択可）

リハーサル
キャンセル

1面×N世代1面×N世代

どの世代に戻すか
（デフォルトは1世代前）

N面×N世代N面×N世代

例）内結

例）外結

例）総合

例）本番

チェックアウト

リリース
対象選択

新規申請
作成 申請

申請を選ぶ
（差分リリース）

開発
プレビュー

チェックアウト中の
開発物件も含めて
動作確認

申請

画面機能

主な運用の流れ
機能の作用線

スタート

開発環境セット リハーサル環境
セット 実行環境セット

チェックアウト中
リポジトリ

リポジトリ本体

SVN
（Java部品）

申請

チェックイン済み
の申請情報

チェックイン
申請

構成管理1
リリース
ワークフロー2 リリース
ワークフロー2

リハーサル
アップ

・申請単位（差分）
・全同期

ターミネータ
切り戻し

環境の
世代管理3 環境の
世代管理3

切り戻し4 切り戻し4

リリース5 リリース5



13 © NEC Corporation 2019

特長④︓利用状況に合わせた柔軟なインフラ構築変更(1/2)

インフラに関するインタフェースルールの一元管理により、
変化に対する柔軟な対応が可能です。
インフラに関するインタフェースルールの一元管理により、
変化に対する柔軟な対応が可能です。

▌J-Ruleは、システムを構成するサーバー情報を一元管理し、利用状況に合
わせて構成を柔軟に変更、拡張するための基盤です。

システム 制御

クライアント 制御 切替＆保守 制御Webサイト 制御

流量制御

ヘルスチェック

ロードバランス

セキュリティ 制御

SSL制御

URL制御

Cookie変換

文字コード変換

接続元制御

BASIC認証

UA判定

コンテンツ公開制御

マルチサイト制御

CDN振分け

http圧縮

Sorry画面制御

IPS 制御

SSLクライアント証明オートスケール制御

SI機能

保守モード切替

サイト緊急停止

アクセス状況管理

J-Rule

L4
(トランスポート層)

L7
(AP層)

振分けルール

さまざまな
デバイス/
ブラウザ

アクセス元の
ネットワーク

ユーザシグネチャ

アクセス

アクセス
タイムアウト制御 外部サービス連携

レスポンスコード制御

WAF 制御

アンチウィルス 制御

画面レスポンス監視 システム構成管理

・ L4、L7 の通信を組み合わせた
振分け制御が可能。

・ 通信ヘッダー＆ボディーの
内容を制御可能。

SI指示(APリリース)

開発者

+

※L4、L7はOSI参照モデルのレイヤー
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特長④︓利用状況に合わせた柔軟なインフラ構成変更(2/2)

システムの利用状況に合わせたスケールアウト/インへの対応が可能。
機会損失の防止とインフラコストの最適化を両立。
システムの利用状況に合わせたスケールアウト/インへの対応が可能。
機会損失の防止とインフラコストの最適化を両立。

▌J-Ruleによるサーバーの役割変更とリクエスト振分制御により実現

APサーバー群

フロント画面フロント画面

コール
センター画面
コール

センター画面

バック
オフィス画面
バック

オフィス画面

J-Rule

一般
コンシューマ
一般
コンシューマ

コール
センター
コール
センター

サイト運用サイト運用

リポジトリリポジトリ

① アクセス経路 と提供システム を定義

② APサーバーに役割を指示

通常時

【3】スケールイン
稼働率の低いサーバーの有効活用

APサーバー群

フロント画面フロント画面

コールセンター
バックオフィス
コールセンター
バックオフィス

J-Rule

一般
コンシューマ
一般
コンシューマ

コール
センター
コール
センター

サイト運用サイト運用

リポジトリリポジトリ

② 指示された役割で動作
(サーバーを1台に集約)

① APサーバーの役割を変更

【2】計画的なスケールアウト
事前にサーバーを増設するケース

APサーバー群

フロント画面フロント画面

コール
センター画面
コール

センター画面

バック
オフィス画面
バック

オフィス画面

J-Rule

一般
コンシューマ
一般
コンシューマ

コール
センター
コール
センター

サイト運用サイト運用

リポジトリリポジトリ

コール
センター画面
コール

センター画面

① サーバー追加② 振分け先を追加

【1】オートスケール
予測困難な利用者増加への対応

APサーバ群

フロント画面フロント画面

バック
オフィス画面
バック

オフィス画面

J-Rule

一般
コンシューマ
一般
コンシューマ

コール
センター
コール
センター

サイト運用サイト運用

リポジトリリポジトリ

① 流量び閾値超過を検知

フロント画面フロント画面

コール
センター画面
コール

センター画面

クラウドサービス

サーバサーバ

② APIの実行

④ 自動で追加

一般コンシューマー、コールセンター、サイト運用の
3つの用途(アクセス元)に対して、APサーバーを1台ずつ利用

③ APサーバー
テンプレート

によるサーバー追加

コール
センター画面
コール

センター画面

バック
オフィス画面
バック

オフィス画面

一般コンシューマーからの
想定以上のアクセス

CM直後にコールセンターを
増員して受け付ける

利用頻度の少ないバックオフィス系を
他システムと共用にしたい



第３章
ご利用にあたって
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ご利用にあたって

▌SystemDirector Enterprise for DevOps neo-lightning モデルは、
NECによるSI/保守とセットでのご提供になります。
お客様による自社システム開発、及びNEC以外のベンダーが行うSIでは
ご利用いただけません。

▌製品の詳細、及びSIに関するご相談は、NECの担当営業/SE、
もしくは本資料末尾の窓口までお問い合わせください。
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お問い合わせ先

製品の詳細、およびSIに関するお問い合わせ

NEC SystemDirector Enterprise お問い合わせ窓口
Web
http://jpn.nec.com/SystemDirectorEnterprise/contact.html

http://jpn.nec.com/SystemDirectorEnterprise/contact.html
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▌SystemDirector Enterprise は日本電気株式会社の登録商標です。
▌Windows, Office, Excel, Visual Studio, .NET Framework はMicrosoft Corporationの
米国およびその他の国における登録商標です。 また、Windows の正式名称は Microsoft
Windows Operating System です。

▌ JavaはOracle Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。
▌Amazon Web Services, “Powered by Amazon Web Services”ロゴ、その他のAWS商標
はAmazon.com, Inc.の米国およびその他の国における登録商標です。

▌ Log4jはThe Apache Software Foundationの登録商標です。
▌Eclipseは Eclipse Foundation, Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。
▌AndroidはGoogle Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。
▌ iOS はCisco Systems G.K.の米国およびその他の国における登録商標です。

▌その他、記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。




